
木 綿 に つ い て

奥 平 志 づ江

亀.緒 言

被服材料 としての繊維は天然繊維 と化学繊維 に大別す ることが出来 る。 こ

れ らの繊維 の中で木綿 は最 も消費量が 多 く、 化学繊維 が著 し く出廻って来 て

も尚かつ木綿 の需 要が衰え ないのは木綿 が被服に求 め られ る重要な特 性を数

多 ◇備へているか らであろ う。 即 ち他 の繊維 に比べて吸 湿性、放湿性、保温

性晦 れ、又染働 旺 性に紳 て も他 の繊維 飃 色 のない ことで あろう.こ

れを絹 と比較 してみ た時絹 が軽快、優美 で主 として贅沢 な礼装衣 裳 と して用

い られ るのに対 し木綿は衛生的、実用的で 日常 欠 くことの出来 ない寝具 、肌

着 に最適な特性を もっ てい る。 この様 に我 々の.生活 に最 も密着 した木綿が何

時頃、何処 か ら、 どの 様な経路 を経 て伝 わ り、拡がったかを簡単に紹介 す る

と共 に、製品 としての発展過程 について若干述べ たい と思 う。

2.木 綿 の 起 源

綿花は葵科 の植物 で、芙 蓉に以 た花 と実 を持ち、そ の実 が卵 いて中か ら出

て くる白い細い繊 維が 「わ た 」で ある。綿花は降雨鬘が多 く日照 り時間の長

い地帯 に適す る植物である。

印度綿 の原 産地は イン ドの西北 部ペ ンシヤ ブ州付近 で、紀 元前445年 頃

には既 に綿糸、綿布 の生産 量 も飆 当多 く、綿花の栽培、綿布 の製織技術は イ

ン ド全域に広まっていた よ うで ある。 中印国境を通 って中国 に木綿が輸入 さ

れたのは秦 、漢(紀 元前約260年)の 頃、南支那地域 に広まっ たのは唐 の

,時代(618～907年)で 宗時代 の末 期か ら元の始めにかけ て(13世 紀

頃)中 支 に も広ま り、明時代(15～16世 紀)に は綿 布は 中国の重要 な生

産物 の一 つ となっている。 そ の後14世 紀 になっ て朝鮮に綿種が伝わ り、

15世 紀 には綿織 業 も朝鮮 全土 に広 まった ようで ある。

3.日 本 へ の 伝 来
ピ

麻 、絹、楮 、藤等 に次いで綿布が衣服材料 として 日本 で始めて使用 された
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の は、室町 後期(15世 紀)に 朝鮮か ら多量 に輸入 され た頃 である。 当時は

まだ まだ綿 の栽培 はされず、貴重 な衣料 として珍重 された綿布が毎年10疋

も輸入 されていた。16世 紀 の中頃 になって綿の栽培が行われ、綿布 も織 ら

れ る様 になった。 その後半世紀の間 に三河(愛 知)遠 江、駿河(静 岡)、 甲

斐(山 梨)、 武蔵(東 京、埼玉)に 綿 の栽 培と製織 が広 め られた ようで ある。

西では河 内(大 阪)、 摂津(兵 庫)に も興 り、そ の中で も河 内 と三河が徳

川時代 を通 じて日本 の二大 綿生産地 と して発達 した。 徳川時代 に入 ってか ら

綿 の需 要は益 々殖えていったが、 日本の気候 では 北緯37度 以南、栃木県、

長 野県位までの土地に しか栽培 されず、 日照 時間 と降雨量 の関係 で東北地 方

には栽培されなか った。 この頃 日本は封建時代 で武士階級 が支配 していたが、

人口の85%を 占める農 民は農具 も食料 も衣 料 も自家生産 し所謂 自給 自足の

生活 を していた。又関東の西 部 と北部は綿花栽培 に適 してい ない こ ともあっ

て、 綿作地は江戸、大阪の様 な消費地 に近 い東海や大阪付 近 に集中 したが、

その後 次第6z、 水稲 、桑な どの有利 な作物が これに代 り、 日本綿 の価格 高

と綿 花輸入税 の撤廃(明 治29年)の ため、 国内の綿花生産は明治末 には ま

す ます衰え、地 方で自給 のためわ ずかに栽培され る程4っ た。 その後 明

治政府は綿 花 の自給 を考え、 ア メ リカの品種 を移植 したが大量生産の海外綿

花 には太刀打出来 ず、 今 日のように国 内生産 は全 く影を ひそめ全部輸入 に変

った ようで ある。

4.世 界 の綿 花 生産 と消費 に つ い て

綿 花 栽培 の時 期 はそ の国 の 占め る地理 的 条 件 即 ち季 節 に よっ て 多少 の差 が

あ り、 南 半 球 と北 半 球 では 当然逆 であ るが、 主 要 生 産 国 の大 部分 が位 置す る

北 半 球 を国 際 的 の基 準 に、 綿 花 の成 熟収 穫 、 出廻 りの時 期 か ら起 算 して8月

1日 よ り翌 年7月31日 ま で を綿 花年 度 と呼ん で い る。1967年 度

(1967年8月 ～1968年7月)の 世 界 の綿 花 生 産 量 は10a84α000

屯 で戦前(1934～38年)よ り約50%増 加 してい る。 綿 花 生産 国 の 中

で 戦 後、 急激 に 生産 量 がふ え た メキ シコは戦 前 の5～6屯 か ら40屯 とな り、

又 、 トル コ、 シ リァ》 ア ルゼ ン チ ン、 ブ ラジル な どの増 産 も顕 著 で あるoヨ

ー ロ ッパ で は ス ペ イン、共 産 圏 では 中国、 ソ連 が戦 後急 激 に生 産 を増 して い

る。 「図1」 は1967年 綿 花年 度 に 誇け る上 位10ゲ 国 の綿 生 産量 の比 較

図 で あ る。 図で わ か る様 に最 高 の生産 国 であ る ソ連 の生 産 量 は2016,000

屯 に も上 っ て い る。 日本 で は 全 く綿 花 は 生産 され ず総 て 輸入 に頼 っ てい る。

ひ るがえ っ て各 国 の綿 花 の消費 量 につ い て比 較 して見 る と き 「図2」(参 照)
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図1綿 花 生 産 量 比 較 図(1967～1968綿 花 年度 上位10ケ 国)

図2綿 花 消費 量 比較 図(1967～1968飜 鞭 上位10ケ 国)
i1
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大体生産量 の順位に なっているが 政治体制、人口、綿 業発展 の度舎 に よって

多少順 位が入 れ替 ってい る。

5.輸 出 入 の 現 状"

綿 花 の輸 入 先は 日本 が 必要 とす る綿 花 の品 種 と各 国 の綿 花価 格 に よっ て き

ま るが、 今 日では そ の 国 との 貿 易 協定 に よっ て 他 の商 品を輸 出す るた め に、

そ の国 の 綿 花を 輸 入 す る こと もあ る。 戦 前 は ア メ リカ とイ ン ドが 日本 に対 す

る綿 花 の二 大 供給 国 で あ っ た が、 現 在 では メ キ シ コが イ ン ド に代 っ て い る。

これ は 戦 後 イ ン ドや パ キス タ ン に論 け る綿 業 の発 展 は めざ ま し く、 そ れ に と

もな っ て綿 花 の 自国 内消 費 電増 加 し、逆 に輸 出 が少 くなっ た こ と と、 さ らに

日本 綿 製 品 が 番手 の比較 的細 い 中 級品 に変 って きた こ とに よっ て、 繊 維 の短

い イ ン ド綿 や パ キ ス タ ン綿 の割 合 が.a'、 米 綿 や メキ シコ綿 がふ え て い る た

め で ある。繊 維 の非 常 に長 い 蒸 ジプ}綿 やス ー ダ ン綿 は カ タ ン糸や 高 級 綿 製

品 な どに使 用 さ れ るた めに、 そ の 輸入 量 は少 いが安 定 して い る。 戦 時 中零 落

し た 日本 の綿 業 が 先進 国 の綿 業 と競 走 して国 内市 場 を賄 い、 更 に ア ジァ市場

に進 出す る ため には 、 海外 か ら安 くて品 質 の よい綿 花 を 多量 に買 入 れ て、 加

工 した 綿 製品 を 多量 に輸 出す る こ と以外 にな い。 最近 の綿 花 の輸 入 額 と綿 製

品 の輸 出額 を比 較 してみ る と後 者 が 前者 を上 ま わ り、 却 っ て外 貨 をか せ いで

い るこ とが多 い、 つ ま り国 内で 消 費 され る綿 製 品 につ い て は外 貨 を使 うこと

な く充 足 して い るわ け で あ る。 た とえ ば 昭和37年 には 綿 花 輸入 額

3億7940万 ドル に対 し、 綿製 品 輸 齏 額は4億7440万 ドル に達 し差 引

950◎ 万 ドルの 貿 易 黒字 を 記 録 した。 ま た この 年 の綿製 品 輸 出額 は 日本 の

総 輸 出額 の9.7%を 占 め た。 原 料 を い つ さ い輸 入 に依 存 しな が ら国 内 に お け

る綿 製 品 の 需 要 を充 足 した うえ 、 尚9500万 ドル の外 貨 を か せ ぐ産 業 は 重

要 産業 とい え よ う。 最 近 の 日本 綿 業 は斜 陽 化 した とい われ る が、 化学 繊 維 産

業 の 目 ざま しい発Geよ って、 綿 業 の繊 維 産 業 の 目ざ ま しい発 展 に よっ て、

綿 業 の繊 維 産 業に 占 め る相対 的 地 位 が低 下 した こ とは 否定 で き ない と して も、

綿 業 は 国 民 生 活必 需 品 で あ る衣 料 を供 給 す る産 業 と して、 ま だま だ重 要 な存

在 で あ る。 日本 の綿 織 物 輸 出 量は 世 界第 一 位 で 自 由世 界諸 国 の輸 出量 合 計 の

約}を しめ るが、 そ の主 なる 輸 出 先は オ ース トラ リア、 ア メ リカ、 香港 、 ナ

イ ジ エ リア、 タ イで ある。 第二 次 製 品(メ リヤス製 品、 漁網 、 組 ヒモ な ど)

の主 要 輸 出先 は ア メ リカ、 カナ ダで、 これ ら両 国 向 の輸 出 額 は全 体 の 約 半分

に及 ぶ。 又 綿 糸 の 主 な 市場 は イ ン ド、 ビル マ で あ る。
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6.現 代 の 綿織 物 と加 工 技 術 に つ い て

昭 和初 期 の 日本 婦 人 の艱装 は 和服 が 多か っ たが、 そ の中 で流 行 的 性 格 の濃

い 訪 問着 、 外 出着 は 絹 が 多 く、 普 段着 には 絹 と綿 が 使 われ、 子 供 の遊 び着 や

肌着 、 作業衣 は 綿 で あ り、 室 内装 飾 用繊 維 品 も主 と して綿 製 品 で あ っ た。.

そ の頃 の 綿織 物 では 久 留米 絣 、 そ の他 の 綿絣、 ゆか た、 天竺 木綿 、 金 巾、

綿 ネル、 青 梅 な ど の糸染 め、 格 子 や 更 紗柄 の捺染 夜 具 地・ 小 倉 の学 生 服な ど

が 代表 的 な もの で あ る。 戦 後婦 人の 服 装 は 洋服 が多 くな り・ 秋 冬 に は ウ隔ル

のス ー ツ とコ ー ト、 春 夏 には ウー ル のス カ ー トに綿 の ブ ラ ウス が 典型 的な 服

装 とな りこの時 は じ めて綿 製 品は ファッシヨン的性格 を要求 され る領 域 にはい

り込 ん だ の で ある。 樹脂 加 工 技術 の進 歩 に よっ て 綿織 物 も皺 の よ りに くい所

謂WRINCLEYxooF又 はWASH&WEAR類 の もの が 出来 、 又婦

人 の タ ウン ・ウエア と して ブ ラ ウス、 ス カ・一 ト、 ワ ン ピース、 ツー ピース に

応 用 の範 囲 を広 め、 春 夏 の子 供 服 に も使 わ れ る様 に なっ た。 や が て 各種繊 維

が 多用 的 に進 出 し、 これ ら繊 維 の メ ー カ ーの 強 力な 消 費者 に対 す る宣伝 と流

通 対 策に よって 、 合 成繊維 と混紡、 交 織 した織物 が す ぺ て に用 い られ る よ う

に な っ た。 そ う した中 で綿 織 物 の 良 さは 後 で述 べ る コ ツ トン、 フ ァ ブ リ ック

(COTTONFABRIC)と して再 び よみ が え っ たわ け で ある。 絹 に備 わ

ら た優 雅 な美 しさ と しなや か な肌 ざ わ り、 毛 の フック ラと し た弾 力性 、綿 本

来 の軽 快 、 質 素 な感 じを現 出 す る た めに次 に述べ る 種 々の加 工法 が 開発 され

る ようにな った。

(1)シ ル ケ ツ ト加 工

綿 の繊 維 に絹 の光 沢を 与 え る加 工法 と して シル ヶ ツ トが ある。 綿 の繊 維

を 糸又 は織 物 の状 態 で荷 性ン ー ダ ーの溶 液 につけ る とふ くれ て縮 む が・ こ

れ を縮 ま ない よ う に引っ ぱ っ て浸 す と繊 維 の分子 の並 び方 が整 え られて 光

の乱 反 射 が少 な くな り、 シル キー な光 沢 が え られ る。

(2)極 細番 手 の 綿 糸

200番 手 の 綿 糸 をつ む ぐた め に原 料 綿を精 選 し紡績過 程 で コー マ ー

(精 梳 綿 機)を 通 す と、 こ こで 短 い繊 維 はす き落 され長 く揃 っ た繊 維 が残

さ れ るが 、 糸 に な っ た段階 で表 面 のけばをガス焼 区 除 くと糸 の表 面 は 平 滑

に な り艶 が の る。200番 手 の 糸 の太 さ は27デ ニー ルで ナ イ ロ ン靴 下 の

編 糸1本 、 或 は 軽 めの羽二 重 糸1本 の太 さに等 しい。 この位 の細 さの 糸 で

密 に織 り、 シル ケ ッ ト加 工 す る と光 沢や 手 ざ わ り とも絹 に近 い ものが 出来

る。

(3)雑 織
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日常 生 活 が機械 的 に規 格 的 に なれ ば な るほ ど衣 服 には不 規 則 な 印 象 と野

趣 を感 じさせ る織 物 が求 め られ て くる。 糸 の太 さ に む らの多 い 糸 を使 っ た

織 物 と して イ ンデ ィア ン ・ヘ ツ ドや オ ス ナ ブ ル グな どが あ り、 小 さ な輪 を

不 規則 に連ね た ηン グ、 ヤー ンの糸 を 経 緯 の双方 に織 りこむ と海 綿 状 の粗

な 表 面 の ラチ ネ(別 名 スポ ンジ、 ク ロス)が 出来 る。 綿 繊維 は本来 質 素 で

粗 野 な 美 しさ とス ポ ーテ ィな野 性 美 を 兼 ね備 えて い るが、 経 に藍 か赤 の染

糸 を、 緯 に未 晒 の糸 を使 い右綾 に織 っ たデ ニ ムは此 の特 性 を備 え た代 表 的

な もので、 ス ポ ー テ ィな服 地 と して広 く用 い られ てい る。

(4)豪 華 な綿 織 リ

フ ァ ッシ ョン 界 に ドラ イで ス ポ ーテ ィな ス タ イルが流 行 して も、 矢 張 り

婦 人 は 豪 華 な感 じの繊 維 に あ こが れ る もの で、 江 戸 時 代 の様 な刺繍 に よる

表 現法 を 木 綿織 物 に と り入 れ た エ ンブ ロイ タ リー ・v一 ス(EMBROIDE

RY・LACE)が 流 行 しは じめ たの も婦人 の好 み が フ ァ ツシ ヨンを り一}"

した例 で あ ろ う。 これは織 物 の基 布に レー ス状 のデ ザ イ ンを 機 械 で荊 繍 す

る方法 で、 刺 繍 糸 に は基 布 と化学特 牲 の違 う糸 を使 い、 鋼 繍 の部 分 を 多 く

又密 に接 続 させ 、 最 後 に刺 繍糸 は溶 か さな い が基 布を溶 かす 薬 品 に浸 して

基 布 を とか し去 る と、 跡 には レ ース 機械 で 作 っ た もの と同 じ様 な織 物 が残

る。 此 の 種 の レ ース 刺繍 の 織 物 を ケ ミカル ・レ ース(CHEMI-CAL,

LACE)と い って い る。 又 華 やか な 感 じを 出 す織 夢方 に ラメ織 が あ る。

これ は 着 色 したア ル ミ箔 糸 や ポ リエ ステ ル、 フイ ル ムに ア ル ミニ 玖 ム を真

室 メ ッキ して着 色 した ものか ら作 っ た金 属箔 糸 を 綿 とま ぜ織 す る方 法 で、

これ ら金 属 箔 糸 は 苛烈 な 仕上 げ工 程 に も耐 え る の で綿 との交 ぜ織 りに充 分

利用 で きる。 これ らの金 属箔 糸 を綿 と交 織 した もの が ラメ織 で、 イ ブ ニ ン

グや カ クテ ル、 ドレス 向 きの 豪 華 な織 物 に多 く用 い られて い る。 以上 の様

に綿 は実 用本 位 の綿 布 か ら次第 に フ ァ ツシ ヨン ・ファ ブ リック 蚕で の 地位

を固 め るに 翌 っ た。 又r洗 う と縮 む 」、 「着 てい る うち に しわ が よ る 」綿

蒲め もつ二 つの欠点 も加 工技 術 の進 歩 に よっ て相 当 解 消 さ れ たわ け で、 前者

の 「洗 うと縮む 」の欠 点は サ ン フオ ライズ 加 工 に よ り、 次 の 「着 て い る う

ち に皺 が よる 」の欠 点 は樹 脂 加 工 に よって 解 決 され た。 ポ1}エ ステ ル繊 維

(¥¥,弱)が 出てか ら織物 に ウオ ッシユ ・ア ン ド ・ウエ ァ性(WASH&

WEAR)即 ち濡 れ た状 態 で も皺 が よ りに くく、 洗 っ て乾 か す とア イ ロン

をか けず そ の ま 丶着 られ る性質 が 要 求 され る よ うに な っ た。 樹脂 加 工 では

乾 い た時 の 皺 は防 げ るが、 ぬ れ た状 態 で はふ せ げ ない ので、 これを改 良 す

る ため に綿 織 物 を フオ ル マ リン と苛 性 ソー ダ ーで処 理 す る 「バ ン ケア 加工 」
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が開発され、 濡れて も皺 のよりに くい織物 が出来 るようにな った。そ の他種

々の 加工法 が繊 維 メーカー毎に次 々と考案 され発表されている。 又化学繊維、

羊毛 の良好 な特性 を活 か し、併せ て綿の 良さを兼 ねた織物 を得 るため、 これ

ら繊 維 との混紡 と、 用途 に応ず る加工 技術 も益h進 んでゆ く趨勢に ある。

7.結 言

以 上 綿 の起 源、 伝来 、 生 産、 消 費、 綿 織 加 工 に つい て述 べ た が、 最 後 に再

び強 調 したい の は繊維 と して の綿 の良 さ で ある。 綿 織 加 工技 術 の進 歩 とと も

に綿 は新 しい 、 コ ツ トン、 フ ァ ブ リック と して発 展 して き たが、 他 の繊 維 の

追随 を許 さな い 綿本 来 の良 さ は 何 と云 っ て も肌着 に 求 め られ る適 性 即 ち吸湿

性、 放 湿 性、 保 温 性 に優 れ てい る こ とで あろ う。 汗 が容 易 に肌 着 に吸 込 まれ・

そ の表面 か ら気 化 して、 肌着 の内側 に水 分 が溜 る こ とが無 い た め、 サ ラッと

した 肌 ざわ りが得 られ、 した が っ て保温 性 屯良 く衛 生的 で あ る こ とは根 本 的

な綿 の 生命 と 屯云 え よ う。 この為、 肌着 の外赤 ちやん 用 品は勿 論、 タ オ ル・

布 巾 、 シー ツ、 ネ グ リジエ、 パ ジヤ マ、 寝 具、 作 業 衣、 平 常 衣等 、 木 綿 の用

途 は 他 の繊 維 に比 べ遙 か に広範 囲 に 亘っ てい る。 綿 の もつ 実 用 的価 格 を考 え

る と き、 今 後 生 活 様式 の変 化、 新 しい繊 維 の出現 、 織物 、 加工 の 技術 革 新 等

が あ って も、 綿 の需要 が衰 え る こ とはな いで あろ う。
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